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研究の動機 
グローバル化により、非言語的媒体を用いたプレゼ
ンテーションの推奨をよく耳にするようになったが、
プレゼンテーションにおける非言語的媒体の効果を
明確にしたいと思ったから。
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「京都大学こころの未来研究センター」  
〜察するコミュニケーションと表すコミュニケーション〜より筆者作成  

研究方法 
①１分間の自己紹介動画のa:音声のみの視聴
と、b:映像と音声両方の視聴を行う。
　　　　　　　　　
②動画の視聴後、動画に関する内容の問題５問
解いてもらう。
　　　　　　　　　
③aとbの正解率を出して、どちらの方が正解率が
高かったのかをグラフ・表にまとめる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
＊今回の生徒の選出方法は特に決まりがあるわ
けではなく、同じ学年の男女40人をランダム選出
した。

仮説
・日本人は先行研究により文脈的媒体を用いたコ
ミュニケーション力が高いことが分かっているため、
映像と音声両方の視聴より音声のみの視聴のほう
が正解率が高いのではないだろか。
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研究の目的 
プレゼンテーション能力を向上させたい。
 

結果

考察
映像と音声の両方の視聴が音声のみの視聴よりも正答率が高い結果となったのは予想通りであっ
たが、その差はわずかであった。この結果を導いた要因として、日本で生活する私達は、アメリカで
生活する人々に比べ普段の会話で非言語的媒体を使う機会が少ない。そのため会話中の場の空気
や会話の流れに頼るような文脈的理解力が優れていることが挙がると考えられる。このことから、日
本における対面のプレゼンテーションでは文脈的媒体の影響が大きく、非言語的媒体が効果的であ
るとは一概に言えないであろう。

正解率
(%)

1問正解 2問正解 3問正解 4問正解 5問正解 全問不
正解

音声の
み

10 25 35 15 5 10

音声と
映像の
み

5.3 21.1 31.6 31.6 0 10.5

実験の結果より、全体的な割合でみると、音声と映像の
みの動画の視聴の方が均差ではあるが正解率が高かっ
た。しかし、部分的にみてみると、正解数によってあまり
変化がなかったり、全問正解しているのは音声のみだっ
たりと、一概にも映像があった方が動画の理解力が高
まったとは言えない。ただし、今回の被験者の選出方法
によっては、能力の偏りが生じてしまったかもしれないた
め、今後はそのような点についても配慮していきたい。
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